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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・H22.9.27（月）～H22.10.1（金）研修出張により、山田SWが不在となります。

但し、新人SWの三浦が代行できる場合させたいと思いますので、三浦SWまで連
絡してください。

病棟患者様のケース検討等に係わる事は病棟で対応して頂く事となると思います。

早急に山田SWに確認する必要がある場合には、山田SWの携帯電話へ連絡してく

ださい。

・疾病教室の企画書が決裁されましたので、月曜日のカンファレンス内で西病棟の

高橋（正）MNSが説明に来られるとの事です。

・スタッフファイルに緊急連絡網を挟めてありますが、各自持ち帰って頂くようお願い

　致します。または携帯電話へ番号の登録をお願いします。

・スタッフオフィスの鍵は各自持ち歩く様お願い致します。

・本日扇風機・冷風機を片付けています。

＜猪股Ｄｒ．ケースカンファレンス・診察＞

・駒木　洋士様～本日カンファレンス内にて退院調整検討会議を行っている事情報提供しています。本人様より「この1週間は変わりなく過ごした。

胃の具合も良くなった」と話している為、本日夕でムコスタ止めとなっています。

・布施　邦雄様～この1週間の様子（ご両親の面会時・ニヤツキが目立つ・愛人の

　　　　　　　　話・幻聴があった事等）情報提供しています。その事について

　　　　　　　　１つずつ主治医が確認するも「覚えていません。忘れました」と話されています。また吹き出し笑いも見られています。

・沢田　三朗様～19日から21日の外泊の様子について、会話は少しだったようですが、特に問題なく帰院しているとの事を情報提供しています。

　　　　　　　　また、現在日常生活を問題無く過ごしている事、精神症状も落ち着いている事から退院に関し主治医へ伺うと、まだ考えていない事、家族とも話し合いを持っていないと話されている。本人様とご家族の間で退院に向けて話し合いを持って頂くよう介入していく必要があります。

＜ＳＳＴミーティング＞

1 グループ…ロールプレイは十日市様と清川様で行い、冗談を交えながら穏やかな　　　   

雰囲気の中で実施している。スムーズに進行し「はっきりしていてよかった」と他者より評価されている。全体的に穏やかな雰囲気で皆様より積極的な発言も聞かれている。

2 グループ…見学者の方がおられたが、和やかな雰囲気で皆様積極的に発言されて　　

いる。目標は覚えているがあまり出来ていない、と話された為、スト

レスを感じない様に行ってみるよう伝えている。

3 グループ…全体的に穏やかな雰囲気の中進めています。買い物時、困った時どう

すればよいよいかロールプレイして頂いている。平様と元沢様のペア

でロールプレイ実施した際は「はっきり聴こえなかった」と意見聞か

れ、再度行った際は「はっきり聴こえた。視線も合っていた」と評価

されている。

4 グループ…自ら発言する方、しない方に分かれている。発言しない方（板橋様・　　　

坂本様）に対してはスタッフから発言促している。秋祭りの感想では帰棟後の金銭管理がある為、レシートがあれば良かったと皆様話されている。

5 グループ…全体的に穏やかな雰囲気で進めている。買い物時、困った事がないか　　　

に対し意見が聞かれ、皆様より出された意見の改善案を考えて頂いている。ロールプレイ促しに対し鈴木様より「出来ているから大丈夫」と話されている。

6 グループ…スタッフ声掛けしながら秋祭りの振り返りを行っている。患者様より

秋祭りの感想聞かれ、楽しかった事や改善してほしい事を発表して頂いている。発言する患者様が限られているも、穏やかな雰囲気の中実施している。

＜ナイトミーティング検討＞

・患者様へビデオの内容について～ホールにあるホワイトボードに、各自希望のビデオ内容を今週の日曜日までに書いて頂く事にしています。

＜退院調整検討会＞

※生活行動水準評価表をもとにケア検討行っている。

・駒木　洋士様（５７）病名：非定型精神病　主治医：猪股Dr　

保護者：駒木　典子（母）　キーパーソン：木村　修子（のぶこ）様（姉）

　担当：松橋　水上CW　山田PSW　

目的：退院後、単身生活へ向け、日常生活能力の拡大・あるいは維持をはかり、退院後も不安なく安心して過ごせ治療を継続していける。

主治医の意向…家族の協力を要請し、本人の意思による単身生活で通所利用し、治療継続する。就労は考えず。

本人様の意向…姉か母の近辺にアパートを借りての単身生活を望んでいる。

保護者の意向…家族の受け入れはとても良い。姉がキーパーソンとなり、退院後の支援を行っていく。また、兄夫婦、母もおり、支援や協力は行う。アパート探しも協力できる。

　　　　　　　

服薬について…薬剤師より服薬の必要性や今飲んでいる薬についてなど服薬指導を行い、病棟看護師により疾病教室を行っていき、必要性を伝えていく。

　

外泊訓練について…住む場所が決定次第、退院訪問前指導を実施し、生活能力の把握と指導を行う。　

＜目標＞

　・単独外出・泊の回数を増やし、家族との交流を増やしながらも気分の安定を図る。

・服薬の必要性や疾病への理解を深め、服薬ミスのないよう自己管理服薬を続ける。

単身生活へ向け、一般的な食事を学び、実際食事作り、掃除などができる。
生活行動水準評価表

	医師方針
	家族のサポートあれば単身生活（アパート）

	看護方針
	本人の意思を尊重する。社会生活において必要な能力を保持。


１、身体状況

	身体状況
	特になし


２、日常生活技能

	排　泄
	自分で出来る

	洗　面
	自分で出来る

	入　浴
	自分で出来る

必要物品が揃えられる

	洗　濯
	自分できる

	衣生活
	整理できる

季節に合わせた服装が出来ない

	掃　除
	普段は、整理整頓出来るが、気分高揚すると乱雑さ見られてくる

	食　事
	過去に単身生活はしており、炊飯や調理も簡単な物はできる

実際の自炊能力については不明な為、今後訓練を行ないながら把握していく

	服　薬
	自己管理中（1週間）

服薬の必要性について理解あり、外出泊でも忘薬はないが、服薬しなくなる可能性はある。　＊内服している薬については理解している

	買い物
	自分で出来る　　　

値段を考えながらできる

	金銭管理
	自分で出来る　＊収支報告は問題なし

病状悪化に伴い、お金の使い方が荒くなる事あり

今後の生活設計に関して把握する事必要

	あいさつ
	TPOに応じて言える

	会話（言葉）
	現実的な会話が出来る

必要な事は話す事ができる

	（態度）
	普段は積極的に話す方ではないが、必要時は意見、相談が出来る

＊言葉使いも丁寧

	活動

（余暇、作業）
	レクリエーション、作業には参加する

＊協調性はやや欠けている。他者との交流あり

	ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
	自分から交流を持つ事は出来ている

普段は口調、態度は穏やかで他者とのトラブルもなし

病状悪化に伴い、話し掛けが多く、引き止めても話し続ける事があり介入要す

	飲酒欲求
	お盆や正月は飲酒あり。ビール1本程度


３、その他

	家族
	姉がキーパーソンとなり動いてくれる。本人は姉の意見に従っている

＊母は兄夫婦と暮らしており、本人への協力はするという。

	通所利用
	ディケア利用に対し見学していない為、希望している

利用について始めのうちは週4～5日で勧め、日中の活動場所の必要性を説明している

	訪問看護
	説明受けてないが利用を本人へ勧めている

	青明舎利用
	説明受けてないが訪問など利用を進めていく予定

	仕事
	病状の悪化に伴い設計に関する仕事を希望する可能性が高い

主治医からは仕事はしないで生活するよう勧められている


■各部署からの意見

・デイケアを利用するのであればどういう目的で利用するのか説明が必要。

・現在退院後の住居として根城にあるアパートを姉様が探している。（本人様の母様も根城に住まれている）後日、本人様と大家さんとで話し合いを持っていく。

・交通の利便性が良い場所になる事で、頻回に利用する事にならないか？

・ご家族様は、お金をどのように渡して行くのか？（1回の渡す金額、何回に分けて渡すのか、など）

・今後単身生活を利用する上で注意しなければならない事は？

　→気分高揚となり、不眠→多弁→外出の頻度の増加。お金の使い方が荒くなる。

・兄夫婦様の協力は、どこまで得られるのか？

・協力の頻度（週何回ペースで本人宅へ見に行ってもらえるのか）？
































































